　2019.11藤咲整形外科医院だより
　長く厳しい暑さの夏を凌いだところに、10月の水禍はあまりに酷でした。これからの寒さに備え、体調にはお気を付けください。
　寒さを乗り越える手立てはいくつかありますが、温かい食べ物は、そのうちの最重要手段でしょう。これからの季節、先取りの作物に、小ぶりの里いもがあります。煮て良し焼いて良し揚げて良しの、芋類共通の特徴を持つ食材です。中でも小さいはしりの里いもは、衣かづきとして食卓に登ります。両端をむいて茹でる料理で、皮のところをつまんでつるりと一口、秋の味覚です。
　「衣被(きぬかづき)」という命名に、それは「衣かつぎ」のことではないかと違和感を覚える方もあろうかと思います。院の常備雑誌には料理関係が多いのですが、2004年ころにはすでに、この料理は、きぬかつぎの命名で紹介されています。古い本には、きぬかづきで紹介されているものがあります。
　地方によっても違いがあるようですが、かづくには、かぶるという意味があり、この用法は、昔話の「鉢かづき姫」にみられます。鉢をかぶって苦労するが後に見初められて幸せを得る姫君の話です。　　方言は上代語の宝庫、かづくは東北の方言に、被ける、という言葉で残っています。先生が生徒を指名する、そのことを言うそうです。返答の責を負わせるという意味になり、かづくの他動詞的用法に見合います。かづくには頂くという自動詞的用法もあると言います。
　人は生まれるときに、親や地域、時代から多くのことや物をかづいてきます。それが責任であったり、能力であったりしますが、我が持ち物であることには変わりありません。かづいてきたものを反芻しつつ、変わらず歩いていきましょう
　皆様お体大切に。
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